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現在私たちは２つのパンデミック時代を経験中です。1 つは COVID19 パンデミッ

ク時代、もう１つは心不全パンデミック時代です。どちらも重要なのは予防すること

です。今や心不全は４段階の Stage 分類となりました。心不全「前」状態である StageA

と B、症候性の Stage である C と D に分けられます。心不全の二次予防、つまり再

入院予防 Stage である C に関しては Fantastic４の一翼を担う ARNI の導入が非常に

重要です。これは今までのキードラッグである ACE 阻害薬を超える予防効果*が実証

されています。そして心不全は EarlyStage であるＡからの予防＝高血圧症の予防が

より重要になります。しかしながら本邦の高血圧治療は不十分です。現在 ARNI は高

血圧診療にも使用できます。私の高血圧診療に ARNI を活用したデータを用いながら

このパンデミック時代を紐解き、そして今後の未来についてお話しできたらと思いま

す。 

*McMurray JJ,et al.:N Eng J Med.371(11),993-1004,2014 

 


